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2.17.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 石亀昌明 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
メディアシステム学，言語と情報 
(b) 研究科担当授業科目 
情報認識特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
科目「メディアシステム学」において，Windows の新しいゲーム用 3D センサー「kinect」の紹介と原理説明を取
り入れた．講義説明用パワーポイント資料を更新した．科目「言語と情報」において，講義用パワーポイント資料
を更新した．また同講義において海外長期赴任の経験のある外部講師による「言語の文化交流的役割」および「翻
訳業務の現状と課題」についての特別講義を企画・実施した． 
大学院の科目「情報認識特論」のシラバスや専門用語の英語化を洗練・更新し，講義で使用した． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Kazuma Konno, Hiroyuki Saito, Shirou Narumi, Kenta Sugawara, Kesuke Kamata, Manabu Kon’no, Jinki 
Takahashi, and Yoshiaki Itoh:An STD system for OOV query terms integrating multiple STD results of various 
subword units, NTCIR-10, SPOKENDOC, pp.592--596, 2013-6. 
2) Shirou Narumi, Kazuma Konno, Takuya Nakano, Yoshiaki Itoh, Kazunori Kojima, Masaaki Ishigame, Kazuyo 
Tanaka, and Shi-wook Lee: Intensive Acoustic Models Constructed by Integrating Low-Occurrence Models 
for Spoken Term Detection, INTERSPEECH, pp.25--28, 2013-8. 
3) Yoshiaki Itoh, Hiroyuki Saito, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee: Pseudo Real-Time Spoken Term Detection Using 
Pre-Retrieval Results, SPECOM, Springer LNAI8113, pp.264--270, 2013-9. 
4) Konno Kazuma, Itoh Yoshiaki, Kazunori Kojima, Ishigame Masaaki, Tanaka Kazuyo, Shi-Wook Lee: High 
Priority in Highly Ranked Documents in Spoken Term Detection, Asia-Pacific Signal and Information 
Processing Association APSIPA, 4 pages, 2013-10. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 照井翔太, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 複数表色系情報と進化計算を用いた画像分類法の提案, 平成 25 年
度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2E12, 2013-8 
2) 紺野和磨, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出の精度向上 －学習データ
の複数分類とその複数モデルの統合－, 平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C07, 2013-8
3) 澤村 誠, 小嶋和徳, 石亀昌明，伊藤慶明: PSO とアクティブ探索の組み合わせによるテンプレートマッチング
に関する研究,第 6回進化計算学会研究会,  pp.113--116 , 2014-3 
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4) 高橋仁基, 伊藤慶明, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音声中の検索語検出における事前検索・HMM 状
態系列照合・リランキングの適用, 音声言語処理シンポジウム, 電子情報通信学会技術研究報告 113 号, 
366(SP2013 82-95), pp.15--21, 2013-12. 
5) 紺野 和磨, 伊藤 慶明, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭: 音声中の検索語検出における高順位ド
キュメント優先方式の提案, 日本音響学会秋季研究発表会，3-8-8, pp.115--118, 2013-9. 
6) 鳴海 司郎, 伊藤 慶明, 田中 和世, 李 時旭: 音節バイグラム事前検索方式におけるインデックス容量削減, 
日本音響学会秋季研究発表会, 2-P-23, pp.207--210, 2013-9. 
7) 紺野 和磨, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭, 伊藤慶明: 音声中の語彙外検索語の検出における高
順位候補を利用したリランキング方式の評価, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-3, pp.187--190, 2014-3. 
8) 熊谷 真純, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の辞書外検索語の検出における音素 N
グラムによる事前検索方式, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-4, p.191--192, 2014-3. 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
学生支援委員会（学部委員長代理） 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部学生・広報委員会副委員長 
(c) 学生支援 
全学の学生支援活動への協力と地域懇談会での保護者との個別面談（滝沢会場・二戸会場） 
中途退学，休学，不登校の学生への取り組みのセミナー参加 
不登校対応アドバイザー資格取得（全国 Web カウンセリング協議会） 
心理療法カンセラー養成講座を平成 25 年 11 月から受講し，平成 26 年 4月までに初級・中級・上級を合格した． 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
盛岡市創業者支援審議会副委員長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
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(e) 学会などにおける活動 
1) 画像電子学会誌編集委員 
2) 学会論文査読 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
大学運営 
全学では，学生支援本部開催の学生支援委員会に学部委員長代理として出席し，学内の学生支援について積極的
に意見を述べ，議論・協力を行った．また，中途退学，休学，不登校の学生に対する取り組みが問題になっている
が，独立行政法人日本学生支援機構主催・文部科学省＆日本学生相談学会協力の「学生生活にかかるリスクの把握
と対応に関するセミナー」に出席し，同問題への学内での関心の高揚に努めた． 
後援会主催の地域懇談会で，学生の保護者からの個別相談の対応を行った．特に，在学期間が長期に亘る学生の場
合に，今後の見通しも含めて保護者に説明し，ご理解とご協力をお願いした．さらに演習系の科目では，自宅での
学習では対応できないので必ず登校し講義を受講するようご協力をお願いした．また，大学院への進学についての
勧誘も行った． 
 
学部運営 
学部学生・広報委員会副委員長（学生支援）として，オリエンテーション用の配布資料および説明用パワーポイ
ントデータを作成し，委員会委員にオリエンテーションおよびガイダンス時に利用に供した．特に今回は，カンニ
ング（レポート作成）に注意を喚起する資料にした． 
また，学籍異動に関しては，休学期間満了の学籍異動指導について休学期間満了 2ヶ月前にそのリストを教授会に
提示し指導の参考にするよう環境を整えたことにより昨年の前期・後期の休学期間満了学生の学籍異動未処理数を 0
にまで改善することができた． 
 
教育活動 
・研究指導（ゼミ指導） 
卒論指導学生数：9名 
修士論文予備審査数：17 名  修士論文本審査数：17 名 
博士論文予備審査数：1名   博士論文本審査数：1名 
卒業研究指導では，講座長として講座所属の学生全員（9名）の卒論を直接間接に指導した．この卒業生の内，３
名が岩手県立大学の大学院に進学した． 
研究室の研究に対する学会等学外からの表彰では，NTCIR-10 に IWAPU チームとして参加し優秀な成績を修めた．ま
たこの功績により，同チームが平成 25 年度岩手県立大学学長奨励賞を受賞した． 
研究科内の院生の指導では 1名の博士後期課程の院生を，17 名の博士前期課程の院生を主副指導し，学位論文審査
では博士後期課程院生 1名の副査を，博士前期課程院生 11 名の主査を 6名の副査をし，全員を合格させた． 
 
留学生対応 
全学の留学生と平泉の世界文化遺産センターと猊鼻渓への親睦観光旅行を行ない，親交を深めるようにした． 
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職名： 教授 氏名： 伊藤慶明 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，基礎教養入門，学の世界入門，プロジェクト演習 I，II，知能システム総論，知能機械と自然言語処理,
知能システム演習 A，知能システム演習 B，知能システムゼミ A，知能システムゼミ B，卒業研究・制作 A，卒業研究・
制作 B. 
(b) 研究科担当授業科目 
知能メディア総論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
離散数学における共通テキストの採用と他教員との共通テストの実施 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 伊藤慶明，斉藤裕之，田中和世，李時旭，“音節 N-gram の事前検索結果を利用した音声中の検索語検出の高速
化方式，”情報処理学会論文誌 Vol. 50 No. 2 524–533 (2014-1). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Kazuma Konno, Hiroyuki Saito, Shirou Narumi, Kenta Sugawara, Kesuke Kamata, Manabu Kon’no, Jinki 
Takahashi, and Yoshiaki Itoh:An STD system for OOV query terms integrating multiple STD results of various 
subword units, NTCIR-10, SPOKENDOC, pp.592--596, 2013-6. 
2) Shirou Narumi, Kazuma Konno, Takuya Nakano, Yoshiaki Itoh, Kazunori Kojima, Masaaki Ishigame, Kazuyo 
Tanaka, and Shi-wook Lee: Intensive Acoustic Models Constructed by Integrating Low-Occurrence Models 
for Spoken Term Detection, INTERSPEECH, pp.25--28, 2013-8. 
3) Yoshiaki Itoh, Hiroyuki Saito, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee: Pseudo Real-Time Spoken Term Detection Using 
Pre-Retrieval Results, SPECOM, Springer LNAI8113, pp.264--270, 2013-9. 
4) Konno Kazuma, Itoh Yoshiaki, Kazunori Kojima, Ishigame Masaaki, Tanaka Kazuyo, Shi-Wook Lee: High 
Priority in Highly Ranked Documents in Spoken Term Detection, Asia-Pacific Signal and Information 
Processing Association APSIPA, 4 pages, 2013-10. 
5) Tomoyosi Akiba, Hiromitsu Nishizaki, Kiyoaki Aikawa, Xinhui Hu, Yoshiaki Itoh, Tatsuya Kawahara, Seiichi 
Nakagawa, Hiroaki Nanjo and Yoichi Yamashita, “Overview of the NTCIR-10 SpokenDoc-2 Task,” NTCIR-10, 
p.573-587, 2013-6. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 照井翔太, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 複数表色系情報と進化計算を用いた画像分類法の提案, 平成 25 年
度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2E12, 2013-8 
2) 紺野和磨, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出の精度向上 －学習データ
の複数分類とその複数モデルの統合－, 平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C07, 2013-8
3) 澤村 誠, 小嶋和徳, 石亀昌明，伊藤慶明: PSO とアクティブ探索の組み合わせによるテンプレートマッチング
に関する研究,第 6回進化計算学会研究会,  pp.113--116 , 2014-3 
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4) 高橋仁基, 伊藤慶明, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音声中の検索語検出における事前検索・HMM 状
態系列照合・リランキングの適用, 音声言語処理シンポジウム, 電子情報通信学会技術研究報告 113 号, 
366(SP2013 82-95), pp.15--21, 2013-12. 
5) 紺野 和磨, 伊藤 慶明, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭: 音声中の検索語検出における高順位ド
キュメント優先方式の提案, 日本音響学会秋季研究発表会，3-8-8, pp.115--118, 2013-9. 
6) 鳴海 司郎, 伊藤 慶明, 田中 和世, 李 時旭: 音節バイグラム事前検索方式におけるインデックス容量削減, 
日本音響学会秋季研究発表会, 2-P-23, pp.207--210, 2013-9. 
7) 紺野 和磨, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭, 伊藤慶明: 音声中の語彙外検索語の検出における高
順位候補を利用したリランキング方式の評価, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-3, pp.187--190, 2014-3. 
8) 熊谷 真純, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の辞書外検索語の検出における音素 N
グラムによる事前検索方式, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-4, p.191--192, 2014-3. 
9) 李 時旭，児島 宏明，田中 和世，伊藤 慶明，“音声検索語 検出における認識誤りと性能評価の実験的考察” 日
本音響学会秋季研 究発表会，2-P-25，p.215-216，2 pages (2013-9). 
10) 西崎 博光(山梨大)，秋葉 友良(豊橋技科大)，相川 清明(東京工科大)，胡 新輝(NICT)，伊藤 慶明(岩手県立大)，
河原 達也(京大)，中川 聖一(豊橋技科大)，南條 浩輝(龍谷大)，山下 洋一(立命館大)，“NTCIR-10 SpokenDoc-2 
Spoken Term Detection タスクの結果と知見” 日本音響学会秋季研 究発表会，3-8-6，p.107-110，4 pages 
(2013-9). 
11) 秋葉 友良(豊橋技科大)，西崎 博光(山梨大)，相川 清明(東京工科大)，胡 新輝(NICT)，伊藤 慶明(岩手県立大)，
河原 達也(京大)，中川 聖一(豊橋技科大)，南條 浩輝(龍谷大)，山下 洋一(立命館大)，“NTCIR-10 SpokenDoc-2 
Spoken Content Retrieval タスクの結果と知見” 日本音響学会秋季研 究発表会，3-8-7，p.111-114，4 pages 
(2013-9). 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 平成 25 年 基盤研究 C 「音響と映像の共通インデクスに基づく音響・映像の高度検
索技術・双方向検索システム」研究代表者として研究費 156 万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
全学学生支援会議，奨学金免除選考委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
運営会議 委員，学生･就職部会長，学部学生広報委員会 委員長，教授会構成員 
(c) 学生支援 
サッカー部顧問・監督，フットサルサークル顧問 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
岩手県体育協会選手強化委員会委員 
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(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 2010 年～現在音声ドキュメント処理ワーキンググループ副主査 
2) 平成 21 年度～平成 25 年度 日本音響学会東北支部会計幹事補佐，会計幹事, 庶務幹事補佐, 庶務幹事，監査役
3) 人工知能学会 評議員，査読委員 
4) 電子情報通信学会，情報処理学会，人工知能学会，音響学会，IEEE 各正会員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
音声によるビデオ検索プロジェクトの研究推進 
研究の背景・目的：本研究は，筑波大学田中和世教授，産業技術総合研究所 Shi-wook Lee 博士との共同で平成 15
年度から進めているものである．近年ビデオ情報のデジタル化が進み，本研究では，蓄積されたビデオデータから，
ユーザの見たいビデオ区間をテキストまたは音声で検索する機能の実現を目指している．本研究では，従来の音声
認識システムを用いず，単語を認識の基本要素とするのではなく，音素あるいは音素よりも精緻なモデル（サブワ
ードモデルと呼ぶ）を用いることにより，検索を行う．これにより，どのような単語でも検索できるようにする点
に特長がある． 
研究業績：平成 16 年 10 月に新潟中越地震が発生し，被災地では電話が通じにくく，安否確認情報がテレビを通じ
て延々と放送された．検索の際，災害地の地名，人名などが多く含まれる安否確認放送では，一般的な音声認識シ
ステムは機能せず，語彙の拘束がない音声検索システムが必要となる．本年度は，この放送のビデオ検索システム
の高速化を目指し，音素トライグラムによる絞込み技術，および事前に 2音節列を検索する技術を提案し，その有
効性を確認した．これらの研究業績について学会等で積極的な発表を行った． 
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職名： 講師 氏名： 小嶋和徳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
統計学，情報メディア入門，ソフトウェア演習 A，B，C，知能システム演習 A，B，C 
(b) 研究科担当授業科目 
知能システム開発特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Kazuma Konno, Hiroyuki Saito, Shirou Narumi, Kenta Sugawara, Kesuke Kamata, Manabu Kon’no, Jinki 
Takahashi, and Yoshiaki Itoh:An STD system for OOV query terms integrating multiple STD results of various 
subword units, NTCIR-10, SPOKENDOC, pp.592--596, 2013-6. 
2) Shirou Narumi, Kazuma Konno, Takuya Nakano, Yoshiaki Itoh, Kazunori Kojima, Masaaki Ishigame, Kazuyo 
Tanaka, and Shi-wook Lee: Intensive Acoustic Models Constructed by Integrating Low-Occurrence Models 
for Spoken Term Detection, INTERSPEECH, pp.25--28, 2013-8. 
3) Yoshiaki Itoh, Hiroyuki Saito, Kazuyo Tanaka, Shi-wook Lee: Pseudo Real-Time Spoken Term Detection Using 
Pre-Retrieval Results, SPECOM, Springer LNAI8113, pp.264--270, 2013-9. 
4) Konno Kazuma, Itoh Yoshiaki, Kazunori Kojima, Ishigame Masaaki, Tanaka Kazuyo, Shi-Wook Lee: High 
Priority in Highly Ranked Documents in Spoken Term Detection, Asia-Pacific Signal and Information 
Processing Association APSIPA, 4 pages, 2013-10. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 照井翔太, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 複数表色系情報と進化計算を用いた画像分類法の提案, 平成 25 年
度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2E12, 2013-8 
2) 紺野和磨, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: 音声中の検索語検出の精度向上 －学習データ
の複数分類とその複数モデルの統合－, 平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C07, 2013-8
3) 澤村 誠, 小嶋和徳, 石亀昌明，伊藤慶明: PSO とアクティブ探索の組み合わせによるテンプレートマッチング
に関する研究,第 6回進化計算学会研究会,  pp.113--116 , 2014-3 
4) 高橋仁基, 伊藤慶明, 李時旭, 田中和世, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音声中の検索語検出における事前検索・HMM 状
態系列照合・リランキングの適用, 音声言語処理シンポジウム, 電子情報通信学会技術研究報告 113 号, 
366(SP2013 82-95), pp.15--21, 2013-12. 
5) 紺野 和磨, 伊藤 慶明, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭: 音声中の検索語検出における高順位ド
キュメント優先方式の提案, 日本音響学会秋季研究発表会，3-8-8, pp.115--118, 2013-9. 
6) 鳴海 司郎, 伊藤 慶明, 田中 和世, 李 時旭: 音節バイグラム事前検索方式におけるインデックス容量削減, 
日本音響学会秋季研究発表会, 2-P-23, pp.207--210, 2013-9. 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2013 
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7) 紺野 和磨, 小嶋 和徳, 石亀 昌明, 田中 和世, 李 時旭, 伊藤慶明: 音声中の語彙外検索語の検出における高
順位候補を利用したリランキング方式の評価, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-3, pp.187--190, 2014-3. 
8) 熊谷 真純, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭, 伊藤慶明: 音声中の辞書外検索語の検出における音素 N
グラムによる事前検索方式, 日本音響学会春季研究発表会, 3-Q5-4, p.191--192, 2014-3. 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
AO 入試委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
総務委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
IT 体験教室: 2 件 
(d) 産学連携 
リエゾン－I マッチングフェア 2013 出展 
(e) 学会などにおける活動 
電子情報通信学会，情報処理学会，人工知能学会，システム制御情報学会 各会員 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
 並列分散パラメータフリー遺伝的アルゴリズムにおけるトポロジーと移民法の検討 
パラメータ設定不要な遺伝的アルゴリズムの並列分散化手法について，提案手法である移民交叉法について，
その有効性を検証するとともに，利点・欠点についても明らかにした． 
 進化計算を利用したテンプレートマッチングの高速化の検討 
粒子群最適化を利用した画像のテンプレートマッチングにおいて，アクティブ探索法の手法を組み込むことに
より，従来手法よりも処理を高速に行うことができることを確認した． 
 進化計算による画像分割問題の検討 
野鳥検索を題材に，その基盤となるシステムを構築した．これは物体検出，画像分割，野鳥検索の 3 要素から
なるシステムである． 
 物体認識における画像処理フィルタの進化計算による自動構築 
物体認識の画像処理フィルタ自動構築に，進化計算を利用手法について，入力情報を増やす方法について検討
した． 
 
  
